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問題 平面上で 1辺の長さが 1の正三角形 ABCの頂点 A，B，Cを中心とする半径 1の円で囲まれた部分をそれ

ぞれD1，D2，D3 とする。D1，D2，D3 の共通部分をKとする。すなわちKは，共通部分に含まれる弧 AB，弧

BC，弧 CAで囲まれた図形である。

xy平面上にKを考え，点 Aは原点に，点 Cは y軸上に，点 Bは第 1象限に属するようにKをおく。このK

が x軸の上で正の方向にすべることなく転がり，1回転するときにできる点 Aの描く曲線を Lとする。

(1) Kの弧 ABと x軸が共有点をもつとき，その共有点を Pとし，ÎACP = µとおく。ただし 0< µ< ¼
3
とす

る。このとき点 Aの座標を µを用いて表せ。

(2) Kが 1回転したあとの点 Aの座標を求めよ。

(3) 曲線 Lと x軸で囲まれた部分の面積を求めよ。
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